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 １ ＧＰＳ衛星の高度角は，水平から１５度以上のものを使用する。 
 ２ ＧＰＳ測位は，単独測位よりもディファレンシャル測位のほうが精度がよい。 
 ３ ＧＰＳ衛星が発信しているＬ１，Ｌ２帯の電波は長波である。 
 ４ 海面反射波の干渉を受けて受信不能になった場合，船上局のアンテナの高さをかえればよい。 
 ５ ２距離方式の場合，二つの陸上局による位置の線の交角は３０度から１５０度の範囲でなくてはなら 
 ない。 
問２ 表は，経緯儀を用いて行う平行誘導法と放射誘導法について，それぞれの特徴を項目別に比較したものです。 
最適と思われる番号を，下記より選んで表の空欄に記入しなさい。 

 平行誘導法 放射誘導法 

測線の形状 平行線  

誘導点の数  １点 

  
誘導点からの距離に比例して，隣の測線との
間隔が拡大する。 

経緯儀の移動回数 測線数と同数  

① 曲線      ② １点に設置すれば移動しない   ③ 測線の間隔 
④ 測線数の２倍  ⑤ 測線数と同数          ⑥ 放射状 
⑦ 間隔が一定 

問３ 直下測深と斜測深を用いて作業中，斜測深に直下測深よりも浅い箇所があるかどうか素早く判断するにはど 
うしたらよいか記しなさい。 

問４ 海図作成のため，測深計画を立てたい。多素子音響測深機を用いて測深線間隔を決定する場合，検討を必要 
とする項目は何か，五つ以上列記しなさい。 

 
潮汐観測 
問１ 次の文は，潮汐に関する用語を説明したものです。正しいものには〇を，間違っているものには×を付け 
なさい。 
１ 高高潮とは，１日２回の高潮のうち，高い方の高潮をいう。 
２ 最低水面とは，海図の水深基準面である。 
３ 遠地点潮とは，月が地球から最も遠くなった後間もなく起こる潮差の大きい潮汐をいう。 
４ 潮差とは，相次ぐ高潮と高潮の高さの差をいう。 
５ 分点潮とは，月が赤道付近にある頃の日潮不等の小さい潮汐をいう。 

問２ 下記の計算式は潮汐の概要を調査する時使用するものです。何を求める式ですか。下の語句（次ページ）か 
ら選び解答欄に記入しなさい。 
ただし， 
 Ｈｍ……Ｍ2分潮の振幅     Ｈｓ……Ｓ2分潮の振幅 

 Ｈ′……Ｋ1分潮の振幅     Ｈｏ……Ｏ1分潮の振幅 
 Ｋｓ……Ｋ2分潮の遅角     Ｋｍ……Ｍ2分潮の遅角 
 Ｚ。……最低水面と平均水面の高さの差 

を表すものとします。 
  計 算 式 解 答 欄 

１ ２（Ｈｍ+Ｈｓ）  

２ Ｈｍ+Ｈｓ+Ｚ。  

３ Ｚ。-（Ｈｍ+Ｈｓ）  

４ （Ｋｓ-Ｋｍ）/1.02  

５ （Ｈ′+Ｈｏ）/（Ｈｍ+Ｈｓ）  
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